
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 割合（％） ○ だれもがくらしやすい社会（12字），生きる喜び（５字） 25.8 × 「だれもがくらしやすい社会」とは解答しているが，「生きる喜び」とは解答していないもの 27.7 × 「だれもがくらしやすい社会」とは解答していないが，「生きる喜び」とは解答しているもの 8.4 × 上記以外の解答 18.7 

－ 無解答 19.4 

 

 

目的に応じて中心となる語や文を捉え，それらを関係付

けて自分なりにまとめるような学習を仕組みましょう。 ○ 読む目的によって本や文章の活用の仕方が変わり，そのため取り上げる中心となる語や文も変化します。文章の内容をまとめさせる際には，まず，児童に，何のために文章をまとめるのか目的を明確にさせることが必要です。その上で，文章に書かれていることをそのまま書き抜かせるのではなく，目的に応じて中心となる語や文を捉えさせ，それらを関係付けながら自分なりにまとめさせましょう。 ○ なお，「中心となる語や文の把握」に関しては，平成 26年度の学力調査報告書でも取り上げています。あわせて参考にしてください。 

 

第１・２学年 読むことイ  時間的な順序 や 事 柄 の順序などを考えながら内容の 大 体 を 読むこと。 
第３・４学年 読むことイ   目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互 の 関 係 や事実と意見との 関 係 を 考え，文章を読むこと。 

第５・６学年  読むことウ   目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえ た り ， 事 実 と 感想，意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。 
内容の系統内容の系統内容の系統内容の系統    

 誤答分析から，言葉を抜き出してまとめる問題を解く際に，児童は，問題文の□で抜かれた言葉の直前や直後にある言葉に着目して，抜き出す言葉を探している傾向があることが分かる。このことから，「パラリンピック」について文章にどのように書いてあるかまとめるという目的に応じて必要となる語や文を捉えているのではなく，同じ言葉を探しているだけにとどまっているという実態があることが分かる。 

抜き抜き抜き抜き出す言葉の直前と直後にある言出す言葉の直前と直後にある言出す言葉の直前と直後にある言出す言葉の直前と直後にある言葉が本文と問葉が本文と問葉が本文と問葉が本文と問題文とでは違う場合の通過率は，題文とでは違う場合の通過率は，題文とでは違う場合の通過率は，題文とでは違う場合の通過率は，34.234.234.234.2％％％％    （正答と誤答から該当箇所だけは正答となるものを足した数値） 
抜き抜き抜き抜き出す言葉の直前と直後にある言葉が出す言葉の直前と直後にある言葉が出す言葉の直前と直後にある言葉が出す言葉の直前と直後にある言葉が本文と問題文とで同じ場合の通過率は，本文と問題文とで同じ場合の通過率は，本文と問題文とで同じ場合の通過率は，本文と問題文とで同じ場合の通過率は，53.553.553.553.5％％％％    （正答と誤答から該当箇所だけは正答となるものを足した数値） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 割合（％） ○ （例） 勇一はなみだが出そうになりました。 （そのとき，）女の子が声をかけてくれました。 41.5 × 主語は補えているが，「…出そうになって」で文を分け，二文にしていない。 5.1 × 「女の子」という主語は補えているが，「勇一」という主語を補えておらず，「…出そうになって」で文を分け，二文にすることもできていない。 3.8 × 「女の子」という主語は補えているが，「勇一」という主語を補えていない。文を分け，二文にすることはできている。 3.5 × 「…出そうになって」で文を分け，二文にすることはできているが，主語が補えていない。 1.6 × 上記以外の解答 33.1 

－ 無解答 11.4 

第１・２学年 書くことウ  語と語や文と文との続き方に注意しながら，つながりのある文や文章を書くこと。 

依然として課題です依然として課題です依然として課題です依然として課題です！！！！    

第３・４学年 書くことウ  書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと。 第５・６学年 書くことウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。 
○ 主述の関係や文と文とのつなぎ方を取り出して指導することも必要ですが，それらを意識して書く必然性のある言語活動を通して指導していくことが大切です。例えば，今回の問題のように，物語を書く活動の中で，児童が書いた文章から課題のあるものを取り出し，何がどうおかしいのかを考えさせた上で，個々の文章を見直させるような学習を仕組むことなどが考えられます。 ○ また，それ以外の授業でも，文章を書かせた際には，主述のねじれや文のつなぎ方などについて継続的に指導していきましょう。日々の積み重ねが大切です。 

 

 

内容の系統内容の系統内容の系統内容の系統    

この問題は，まず動作の主体が誰なのかを文脈から判断することが必要である。「なみだが出そうになっ」たのは誰なのか，「声をかけてくれ」たのは誰なのかを文脈から理解した上で，それぞれの主語を補って，一文を二文に分けなければならない。誤答を見ると，文を分けることと，適切な主語を補うことのどちらにも課題があったことが分かる。 第１・２学年 伝国イ（カ） ・主語・述語の関係 
伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

平成27年度 

54.4％ 

平成28年度 

41.5％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 割合（％） ○ Kanda 27.5 △ KANDA, kanda 24.8 × KA,N,DA, ka,n,da,Ka のうち，一つの間違い 19.0 × KA,N,DA, ka,n,da,Ka のうち，二つの間違い 7.8 × Kanda, KANDA, kanda と書いているが，罫線を意識していないもの 1.7 × kaNda 等 1.5 × 上記以外の解答 14.5 － 無解答 3.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度，濁音の「だ」と，母音と子音の組み合わせではない「ん」の音を含む言葉を初めて出題したところ，例年に比べて通過率が下がる結果となった。 今年度は，全国・学力学習状況調査でもローマ字の書きが出題され，「りんご」の書きの正答率が 53.2％と，濁音や「ん」の音で表記された言葉を正しく書くことに課題が見られたことから，児童は，濁音や「ん」の表記につまずきやすいと考えられる。 
第３・４学年 伝国ウ（ア）   第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，ローマ字で表記されたものを読み，また，ローマ字で書くこと。 

○ 児童の周りには，ローマ字表記が添えられた案内板やパンフレットがあふれているとともに，コンピュータの普及により，文字入力の際にローマ字を使う機会が増えるなど，ローマ字はより身近なものとなっています。まず，児童にそれらの具体的な場面を示し，ローマ字を学ぶ必然性を感じさせましょう。その際，日本語の音節が主に子音と母音の組み合わせであること踏まえながら，ローマ字の規則性について理解させていくことが大切です。 ○ また，学校生活でも，名前や住所等をローマ字で書く機会を設けたり，異文化交流の中で，ローマ字で書いたものを提示させたりするなど，意図的，継続的に指導していくことが必要です。校内の様々な場所の名前をローマ字で表示し，児童の目に触れやすくする等の工夫も考えられます。 

 

 

伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 
内容の系統内容の系統内容の系統内容の系統    

年度 出題した言葉 通過率（％） 27 ぬりえ 69.7 26 みなと 72.9 25 なかま 71.0 24 はなみ 70.4 23 のはら 68.1 22 ひなた 67.4 21 はな 69.1 

ローマ字を読んだり書いたりする必要性を感じさせる

とともに，ローマ字の規則性を押さえ，日常生活の中

で継続的に指導しましょう。 


